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同社の代表取締役社長には、本会幹
事でアフリカPT副委員長を務めるシ
ブサワ・アンド・カンパニー代表取締
役、渋澤健氏が就任し、23年春ごろか
ら資金運用、24年春ごろには100億～
150億円規模の資金運用を目指す。

アフリカ諸国では食糧、保健衛生、
エネルギーなど多くの分野で社会的課
題が山積しており、欧米を中心にアフ
リカ投資の拡大が続く一方、日本から

の投資は低迷している。アフリカの課
題解決、持続可能な成長、アフリカに
おける日本のプレゼンス向上と経済機
会の拡大の同時実現を図ることを目的
に、本会は2021年10月に本構想を提
言している。渋澤氏は、長期投資やイ
ンパクト投資の分野に明るく、UNDP

（国連開発計画） SDG Impact Steering 
Group委員を務め、国内外に幅広いネッ
トワークを持つ。本会の「アフリカ投

資機構構想」については、22年８月に
チュニジアにて開催された第８回アフ
リカ開発会議（TICAD8）において、岸
田文雄総理が「日本経済界による、100
億円超の『スタートアップ向け投資ファ
ンド』の計画を政府としても歓迎」と言
及、「TICAD8チュニス宣言」にも当構
想を歓迎する文言が盛り込まれた。

経済同友会は、2021年10月に日本企業のアフリカへの投資促進に向けたインパクトファンド＊1

「アフリカ投資機構（仮称）」の創設を提言＊2、実現に向けて検討をしてきたが、構想に賛同する会員や
所属企業の出資を受けて23年１月にファンド運用を担う「株式会社and Capital」が設立された。
同社は、経済同友会発の独立した法人として運営を開始する。

＊1  環境や社会課題に関するポジティブなインパクトの創出と経済的リターン達成の両立を意図した投資（＝インパクト投資）を行うファンド
＊2  本誌2022年11月号p08～13関連記事参照


